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「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
言
語
分
析

─
大
見
水
原
氏
文
書
・
毛
利
安
田
氏
文
書
・
上
野
氏
文
書
・
斎
藤
氏
文
書
・
発
智
氏
文
書
・

小
田
切
氏
文
書
を
中
心
に
─

川　

野　

絵　

梨

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
中
世
東
国
文
書
の
一
つ
で
あ
る
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
「
越

後
文
書
宝
翰
集
」（
以
下
「
宝
翰
集
」）
の
仮
名
文
書注

注

を
分
析
対
象
と
し
、
そ

の
言
語
に
つ
い
て
記
述
分
析
し
て
い
く
。「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
外
題
に
よ
る
十
八
集
成
の
う
ち
、
色
部
氏
文
書
、
三
浦
和
田
氏

文
書
、
三
浦
和
田
中
条
氏
文
書
、
三
浦
和
田
黒
川
氏
文
書
、
河
村
氏
文
書
、

築
地
氏
文
書
、
大
輪
寺
文
書
に
つ
い
て
言
語
記
述
を
行
い
、
分
析
を
行
っ
て

き
た注

注

。
本
稿
で
は
、
残
り
の
大
見
安
田
氏
文
書
、
大
見
水
原
氏
文
書
、
毛
利

安
田
氏
文
書
、
上
野
氏
文
書
、
斎
藤
氏
文
書
、
発
智
氏
文
書
、
小
田
切
氏
文

書
、
段
銭
日
記
、
雑
文
書
、
雑
集
に
つ
い
て
言
語
記
述
を
行
い
分
析
す
る
。

こ
の
う
ち
、
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
す
る
仮
名
文
書
は
四
角
で
囲
ん
だ
家
文

書
に
十
二
点
あ
っ
た
。

点
数

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

色
部

一
九
八
点

十
七
点

十
一
点

三
点
一
六
六
点

無
し

三
浦
和
田

一
〇
五
点

三
四
点

六
三
点

八
点

無
し

無
し

三
浦
和
田
中
条

十
二
点

無
し

無
し

一
点

十
一
点

無
し

三
浦
和
田
黒
川

九
二
点

二
点

五
点

三
三
点

五
二
点

無
し

三
浦
和
田
羽
黒

十
九
点

九
点

八
点

一
点

一
点

無
し

河
村

八
点

五
点

三
点

無
し

無
し

無
し

築
地

四
六
点

無
し

無
し

無
し

四
六
点

無
し

大
輪
寺

十
四
点

無
し

七
点

四
点

三
点

無
し

大
見
安
田

二
五
点

七
点

無
し

一
点

十
五
点

二
点

大
見
水
原

二
二
点

七
点

一
点

七
点

七
点

無
し

毛
利
安
田

五
一
点

無
し

六
点

十
一
点

三
二
点

二
点
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上
野

二
九
点

無
し

無
し

一
点

二
〇
点

無
し

斎
藤

十
四
点

一
点

二
点

二
点

八
点

一
点

発
智

三
一
点

無
し

無
し

無
し

三
〇
点

一
点

小
田
切

二
八
点

無
し

無
し

無
し

二
八
点

無
し

段
銭
日
記

三
点

無
し

無
し

無
し

三
点

無
し

雜
文
書

二
〇
点

無
し

無
し

無
し

十
七
点

三
点

雜
集

十
四
点

無
し

無
し

無
し

二
点

無
し

地図１　『越後文書宝翰集』伝来の拠点

（『重要文化財 越後文書宝翰集の世界』（新潟県
立歴史博物館、2006 年））

　

今
回
分
析
を
行
う
各
文
書
の
一
族
の
出
自
に
つ
い
て
述
べ
る注

注

。
地
図
1
に

示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
分
析
を
行
っ
て
き
た
家
文
書
は
新
潟
県
下
越
地
方

を
中
心
と
し
た
地
域
だ
っ
た
が
、
本
稿
で
扱
う
家
文
書
は
、
中
越
地
方
を
中

心
と
し
た
地
域
に
な
る
。

　

大
見
水
原
氏
は
伊
豆
国
大
見
郷
（
静
岡
県
田
方
郡
中
伊
豆
町
、
旧
上
大

見
・
中
大
見
・
下
大
見
村
）
を
名
字
の
地
と
す
る
平
姓
大
見
氏
か
ら
出
て
、

鎌
倉
初
期
に
摂
関
家
・
九
条
家
領
越
後
国
白
河
庄
（
北
蒲
原
郡
安
田
町
・
水

原
町
・
笹
神
村
・
京
ヶ
瀬
村
の
一
帯
）
を
領
し
、
の
ち
同
庄
内
水
原
条
に
分

か
れ
南
北
朝
期
か
ら
水
原
氏
と
称
す
る
に
至
っ
た
一
族
で
あ
る
。

　

毛
利
安
田
氏
は
、
相
模
国
愛
甲
郡
毛
利
庄
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）
の
地
頭

職
を
得
た
大
江
広
元
か
ら
出
て
毛
利
氏
を
称
し
、
鎌
倉
中
期
か
ら
越
後
国
佐

橋
庄
南
条
（
柏
崎
市
南
条
の
一
帯
）
の
地
頭
職
を
相
伝
し
、
の
ち
分
か
れ
て

南
北
朝
の
中
頃
に
「
恩
賞
之
地
」
と
し
て
得
た
越
後
国
鵣
川
庄
安
田
条
（
柏

崎
市
安
田
の
一
帯
）
を
領
し
、
毛
利
氏
ま
た
は
安
田
氏
と
呼
ば
れ
た
一
族
で

あ
る
。

　

上
野
氏
は
、
越
後
国
波
多
岐
庄
上
野
村
（
中
魚
沼
郡
川
西
町
）
を
本
拠
と

し
て
、
十
六
世
紀
初
頭
か
ら
姿
を
現
す
一
族
で
あ
る
。

　

斎
藤
氏
は
、
系
譜
未
詳
で
あ
る
が
、「
宝
翰
集
」
中
に
見
ら
れ
る
斎
藤
氏

は
、
赤
田
城
（
刈
羽
郡
刈
羽
村
）
の
城
主
と
さ
れ
、
代
々
下
野
守
を
名
乗
り

「
信
」
を
通
字
と
し
、
戦
国
の
初
期
か
ら
守
護
上
杉
家
、
つ
い
で
長
尾
上
杉
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家
の
重
心
の
地
位
を
占
め
た
赤
田
斎
藤
氏
で
あ
る
。

　

発
智
氏
は
、
上
野
国
利
根
郡
発
智
（
群
馬
県
沼
田
市
、
旧
池
田
村
大
字
発

智
字
上
殿
）
の
出
身
と
伝
え
ら
れ
る
一
族
で
あ
る
。

　

小
田
切
氏
は
、
信
濃
国
佐
久
郡
小
田
切
村
の
出
と
伝
え
ら
れ
る
一
族
で
越

後
国
小
川
庄
（
東
蒲
原
郡
三
川
村
を
中
心
と
し
た
一
帯
）
を
領
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
宝
翰
集
」
に
収
め
ら
れ
た
家
文
書
の
一
族
は
、
元
々

は
関
東
や
そ
の
周
辺
の
地
域
を
出
自
と
し
、
鎌
倉
以
降
、
越
後
に
所
領
を
与

え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
荘
園
及
び
土
地
の
管
理
た
め
に
文
書
の

書
写
者
が
越
後
に
移
っ
た
の
は
南
北
朝
期
頃
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
は
代

わ
り
に
政
務
を
執
行
す
る
代
官
等
を
派
遣
し
、
荘
園
の
持
ち
主
は
関
東
に
在

し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
り注

注

、
本
文
書
群
の
文
書
も
南
北
朝
期
ご
ろ
の
も

の
か
ら
越
後
に
住
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
本

稿
で
扱
う
仮
名
文
書
は
、
96
の
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
以
外
は
、
中
世
後

期
の
も
の
が
中
心
と
な
る
た
め
、
越
後
に
拠
点
を
移
し
た
以
降
の
文
書
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
番
号
は
独
自
に
付
し
た
も
の
で
、
以
下
用
例
の
出
典
は

こ
れ
に
従
う
。

大
見
水
原
氏
文
書

　

88
．
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
九
月
廿
六
日	

原
宗
安
・
同
能
秀
連
署
譲
状
案

毛
利
安
田
氏
文
書

　
89
．
応
永
十
四
年（
一
四
〇
七
）
十
二
月
廿
三
日	

安
田
常
全

憲
朝

譲
状

　
90
．
応
永
十
四
年（
一
四
〇
七
）
十
二
月
廿
六
日	

安
田
常
全

憲
朝

置
文

　
91
．
応
永
十
四
年（
一
四
〇
七
）
十
二
月
廿
三
日	

安
田
常
全

憲
朝

譲
状
案

　
92
．
天
文
三
年（
一
五
三
四
）
カ
三
月
十
日	

長
尾
為
景
書
状

上
野
氏
文
書

　
93
．
応
永
廿
年（
一
四
一
三
）
四
月
七
日	

西
源
譲
状

　
94
．
天
文
二
十
三
年（
一
五
五
四
）
三
月
十
六
日	

本
庄
実
乃
書
状

　
95
．
天
文
二
十
二
年（
一
五
五
三
）
極
月
十
八
日	

本
庄
実
乃
書
状

斎
藤
氏
文
書

　
96
．
延
元
二
年（
一
三
三
七
）
十
一
月
一
日	

時
長
年
貢
配
分
状

発
智
氏
文
書

　
97
．
慶
長
三
年（
一
五
九
八
）
三
月
十
四
日	

隼
人
人
身
質
入
借
米
状

小
田
切
氏
文
書

　
98
．
明
応
九
年（
一
五
〇
〇
）
七
月
卅
日	

芦
名
盛
高
充
行
状

　
99
．
年
月
日
不
詳	

某
書
状
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一　

本
文
書
群
の
言
語
的
特
徴

　

本
稿
で
分
析
す
る
仮
名
文
書
の
一
部
を
次
に
写
真
と
翻
字
で
示
す
。
使
用

し
た
文
書
は
「
原
宗
安
・
同
能
秀
連
署
譲
状
案
（
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）

九
月
廿
六
日
）」
で
あ
る
。
写
真
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
史
料
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス注

注

」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
た
。
翻
字
は

『
新
潟
県
史
』
を
参
考
に
独
自
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
言
語
分
析
に
使
用
し
た
箇
所
に
傍
線
や
四
角
、
丸
を
付
け
て
示

し
た
。

1　

ゆ
つ
り
渡
申
越
後
國
蒲
原
郡
之
内
白
川
庄
下
条
之
内

2　

は
う
や
き
名
并
山
口
小
里
の
ミ
す
ミ
田
弐
百
十
そ
く
苅

3　

同
所
く
ね
か
ら
ミ
五
百
苅
土
屋
敷
の
田
三
百
十
そ
く
苅
等
之

4　

事
御
ひ
め
様
ま
つ
御
れ
う
人
お
う
ち
子
御
三
人
へ
ゆ
つ
り
渡

5　

申
所
実
也
此
三
人
之
内
御
一
人
御
座
な
く
共
御
両
人
し
て
も

6　

此
分
御
知
行
あ
る
へ
く
候
又
御
両
人
御
座
な
く
共
御
一
人
し
て
も

7　

こ
の
分
御
知
行
あ
る
へ
く
候
御
一
人
又
ハ
二
人
御
座
な
く
候
と
申
て

8　

よ
こ
ほ
り
申
事
不
可
有
候
惣
別
公
方
事
或
者
軍

9　

や
く
或
者
就
何
事
も
大
儀
迷
惑
申
候
て
や
く
等
申
か
く
る
事

10　

不
可
有
之
候
又
ハ
合
力
等
之
事
も
申
か
け
へ
か
ら
す
候

11　

け
ん
ち
う
等
之
事
申
か
け
へ
か
ら
す
候
御
は
か
ら
い
た
る
へ
く
候

12　

人
足
の
一
人
も
申
か
け
へ
か
ら
す
候
野
て
む
ね
や
く
惣
而
満
さ
う
共
ニ

13　

さ
し
を
き
可
申
候
い
さ
ゝ
か
の
諸
公
事
諸
や
く
等
ま
て
も
申

14　

か
け
へ
か
ら
す
候
悉
皆
さ
し
を
き
申
候
或
者
け
つ
所
け
ん
た
ん
等

15　

之
事
も
此
方
よ
り
手
を
入
不
可
申
候
け
つ
所
け
ん
た
ん
等
之
事
も

16　

御
は
か
ら
い
ニ
可
進
之
候
将
又
い
つ
方
へ
志
物
ニ
入
ら
れ
い
つ
方
へ
ゆ
つ

り
渡
う
り

17　

御
渡
は
な
し
候
ハ
ん
す
る
と
も
御
は
か
ら
い
た
る
へ
く
候
ゆ
つ
り
渡

18　

き
り
申
候
上
者
一
言
い
ら
ん
煩
不
可
申
候
た
と
へ
申
候
共
不
可
有
御
承
引
候

19　

猶
以
此
御
事
ハ
宗
安
御
意
を
も
ん
て
如
此
申
定
候
上
者
若
於
以
後
我
々

20　

此
旨
を
一
事
も
ち
か
へ
申
候
ハ
ヽ
既
ニ
宗
安
の
御
意
を
そ
む
き
私
き
よ

1　2　3　4　5　
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6　7　8　9　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　

21　

言
を
申
候
上
者
上
様
へ
も
ご
披
露
あ
り
た
れ
〳
〵
へ
も
御
申
候
て

22　

我
々
ニ
ゆ
つ
り
く
た
さ
れ
候
下
条
分
を
悉
め
し
は
な
さ
れ
可
有
御
知
行
候

23　

如
此
申
定
候
上
者
其
時
一
言
の
子
細
不
可
申
候
た
と
へ
申
候
共
不
可
有
御

承
引
候

24　

惣
而
此
御
両
三
人
へ
い
さ
ゝ
か
余
儀
等
閑
を
不
可
存
候
万
一
此
条
々
を
そ
む

25　

き
心
中
を
ひ
る
返
し
申
候
ハ
ヽ
日
本
國
中
代
償
神
祇
殊
ニ
ハ
伊

26　

勢
天
照
大
神
八
幡
大
菩
薩
ま
り
し
て
ん
山
王
廿
一
社
弥
彦

27　

大
明
神
の
御
罰
を
か
う
ふ

る
へ

り
へ

ヽ
ヽ

く
候
一
言
此
旨
を
ち
か
へ
申
へ
か
す
候

28　

仍
為
後
日
状
如
件	

明
応
三
年
九
月
廿
六
日	

原
又
五
郎

29　

御
ひ
め
様	

	

能
秀

30　

ま
つ
御
れ
う
人	

御
両
三
人
へ
参	

原
安
室

31　

お
う
ち
子	

	

宗
安

21　22　
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23　24　25　26　27　28　29　2930

　

本
文
書
が
示
す
言
語
的
特
徴
を
抄
出
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

漢
字
音
の
表
記

　
　

4　

御
れ
う
人
─
（
本
来
は
「
り
や
う
」）

　

ハ
行
転
呼
音
表
記

　
　

4　

お
う
ち
─
（
本
来
は
「
お
ほ
ち
」）

　

隣
接
忌
避
の
用
字
法
（
行
頭
の
同
語
を
漢
字
書
き
と
仮
名
書
き
で
区
別
）

　
　

6　

此
文
御
知
行
あ
る
へ
く
候

　
　

7　

こ
の
分
御
知
行
あ
る
へ
く
候

　

動
詞
の
接
続
の
問
題
（
本
来
の
終
止
形
と
は
異
な
る
接
続
）

　
　

10　

合
力
等
之
殊
も
申
か
け
へ
か
ら
す
候

　
　

11　

け
ん
ち
う
等
之
事
申
か
け
へ
か
ら
す
候

　
　

12　

人
足
の
一
人
も
申
か
け
へ
か
ら
す
候

　
　

13　

い
さ
ゝ
か
の
諸
公
事
諸
や
く
等
ま
て
も
申
／
か
け
へ
か
ら
す
候

　

口
頭
語
（
む
ず
）

　
　

17　

御
渡
は
な
し
候
ハ
ん
す
る
と
も
御
は
か
ら
い
た
る
へ
く
候

　

促
音
の

表
記

　
　

19　

宗
安
御
意
を
も
ん
て
如
此
申
定
候
上
者
若
於
以
後
我
々

　

以
上
の
よ
う
に
本
文
書
群
で
は
多
く
の
中
世
語
の
言
語
的
特
徴
が
挙
げ
ら

れ
、
中
世
末
期
の
越
後
地
方
に
お
け
る
言
語
の
実
態
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る

恰
好
の
資
料
で
あ
る
。

二　

各
文
書
の
言
語
記
述

　

大
見
水
原
氏
文
書
以
下
、
各
文
書
に
見
ら
れ
た
言
語
に
つ
い
て
記
述
し
て

い
く
。
引
用
し
た
画
像
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
出
典
の
表
記
は
番
号
と
年
と
を
（　

）
内

に
示
す
こ
と
と
す
る
。
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1
表
記

　

和
語
の
仮
名
遣
い

　

和
語
の
仮
名
遣
い
は
、
ハ
行
転
呼
音
表
記
や
、「
お
・
を
」
の
仮
名
遣
い

の
異
例
が
見
ら
れ
た
。

　

ハ
行
転
呼

　

fi
→
i

　
　

御
は
か
ら
い
た
る
へ
く
候�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　
　

不
思
議
の
ふ
る
ま
い�

（
90
応
永
十
四
年
・
一
四
〇
七
）

　
　

悉
や
き
は
ら
い
候
ハ
ヽ�
（
92
天
文
三
年
・
一
五
三
四
カ
）

　

fe
→
we

　
　

ゆ
く
ゑ
の
た
め
に
て
候
間
理
候�
（
99
年
月
日
不
詳
）

　

fo
→
u

　
　

お
う
ち
（
祖
父
）�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　
　

親
お
う
ち
（
祖
父
）�

（
90
応
永
十
四
年
・
一
四
〇
七
）

　

前
稿注

注

の
色
部
氏
文
書
や
三
浦
和
田
氏
文
書
等
と
同
様
に
ハ
行
転
呼
が
起

こ
っ
て
い
る
。
仮
名
文
書
の
数
自
体
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
語

例
は
な
い
が
、
ハ
行
転
呼
は
進
展
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

お
→
を

　
　

お
く
（
置
）

　
　

惣
而
満
さ

（
万
雑
）う

共
ニ
さ
し
を
き
可
申
候�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　
　

悉
皆
さ
し
を
き
申
候�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　

を
→
お

　
　

く
ち
お
し
か
る
へ
く
候�

（
99
年
月
日
不
詳
）

　

歴
史
的
仮
名
遣
い
で
「
お
」
と
な
る
と
こ
ろ
を
「
を
」
と
し
た
り
、

「
を
」
を
「
お
」
と
す
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
た
が
、
語
中
に
見
ら
れ
る

「
お
」・「
を
」
の
統
一
的
な
表
記
は
、
今
回
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

促
音
表
記

　

促
音
表
記
は
、
前
稿注

注

の
色
部
氏
文
書
や
三
浦
和
田
氏
文
書
等
の
こ
れ
ま

で
の
「
宝
翰
集
」
中
の
仮
名
文
書
の
分
析
で
は
「
無
表
記
」、「

表
記
」、

「

・

表
記
」
の
三
種
類
が
見
ら
れ
た
が
、
今
回
の
大
見
水
原
氏
文
書
以

下
の
分
析
で
は
「

表
記
」
と
「

・

表
記
」
の
二
種
類
で
あ
っ
た
。

○

表
記

　
　

宗
安
御
意
を

如
此
申
定
候
上�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

○

・

表
記
（
佐
藤
進
一
『
影
印
北
越
中
世
文
書
』
で
は
「
ん
」
表
記
）

　
　

愛
子
ニ

の
儀
に
ハ
な
く
候�

（
90
応
永
十
四
年
・
一
四
〇
七
）

　
　

代
物
な
り
と
も
金
な
り
と
も
の
そ
ミ
に

い
た
す
へ
く
候

�

（
92
天
文
三
年
・
一
五
三
四
）

　

促
音
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
と
合
わ
せ
て
別
稿
で

詳
し
く
述
べ
た
い
と
思
う
。

助
詞
「
を
」
の
表
記
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右
こ
の
む
ね
お
ま
ほ

（
 
守
 
）る

へ
し�

（
96
延
元
二
年
・
一
三
三
七
）

　

次
の
よ
う
に
前
稿
で
も
助
詞
「
を
」
を
「
お
」
と
す
る
異
表
記
は
多
く
見

ら
れ
た
。
正
し
い
「
を
」
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
表
記
規
範
か
ら
外

れ
る
表
記
も
古
文
書
に
は
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

て
つ

（
手
継
）き

の
せ
う（

証
文
）も

ん
お
あ
い

（
相
具
）く

し
て�

（
文
永
五
年
・
一
二
六
八
）

　
　

い
ら
ん
さ
ま
た
け
お
い
た
さ
ん
ま
さ
ひ
て
か
し
そ
ん
に

�

（
正
慶
元
年
・
一
三
三
二
）

　
　

一
筆
同
日
の
状
お
も
て
か
き
あ
た
う
る
う
ゑ
ハ�

�

（
建
武
四
年
・
一
三
三
七
）

　
　

又
く
ろ
か
ハ

（
黒
川
兵
衛
）

ひ
や
う
へ
大
郎
い
や
し
き
お
そ
へ
て

�
（
永
和
二
年
・
一
三
七
六
）

　
　

こ
と
さ
ら
か
た
く
さ
い（

罪
科
）く

わ
お
す
へ
し�

（
応
永
十
九
年
・
一
四
一
二
）

　
　

さ
て
ハ
お
う
せ
な
く
候
事
お
申
と
そ
ん
し
候
て

�

（
文
明
十
八
年
・
一
四
八
六
カ
）

　

濁
音
の
表
記

　
　

彼
米
一

ち
ば
い
に
て
六
石
相
済
可
申
候�

（
97
慶
長
三
年
・
一
五
九
八
）

　
　

す
い
ば
ら
の
名
代
つ
き
候
と
て
越
後
へ
う
ち
こ
し
候
由
呼
候

�

（
99
年
月
日
不
詳
）

　
「
中
条
家
文
書
」
に
も
上
杉
謙
信
書
状
（
一
五
七
四
年
）
の
中
に
濁
音
表

記
が
見
ら
れ
、
中
世
後
期
に
な
る
と
濁
音
符
号
の
使
用
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

き
や
う
こ
う
ハ
お
り

（
織
部
）へ

そ
ば
ニ
お
く
よ
り
ほ
か
ハ
あ
る
ま
し
く
候

�

（
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
八
月
七
日　

上
杉
謙
信
書
状
）

　

97
の
「
一

ち
ば
い
」
の
例
は
、
仮
に
濁
音
が
な
い
場
合
、「
一
杯
」
と
と

ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、「
一
倍
」
と
「
一
杯
」
で
は
意
味
が
大
幅
に
異
な

る
。
そ
の
よ
う
な
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
濁
点
を
付
し
た
も
の
か
。

　

宛
字

　

砌
→
右

　
　

こ
と
に
御
く
に
か
へ
の
右
ニ
か
り
申
候
間�

（
97
慶
長
三
年
・
一
五
九
八
）

　

右
の
よ
う
に
画
数
が
多
い
漢
字
を
画
数
の
少
な
い
同
じ
音
の
字
に
置
き
換

え
て
い
る
例
も
見
ら
れ
た
。

2　

音
韻

　

以
下
で
は
音
韻
に
つ
い
て
採
録
し
た
用
例
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
見
て
い

く
。
大
橋
勝
男
氏
や
柄
沢
衛
氏
等
の
研
究注

注

に
よ
っ
て
現
代
新
潟
方
言
に
i

と

e
の
交
替
や
ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
交
替
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
。
現
代
新
潟
方
言
に
見
ら
れ
る
事
象
が
、
中
世
の
資
料
で
あ
る
本
文
書

群
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
に
報
告
し
て
き
た
。
今
回
の
分
析
で
見

ら
れ
た
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
交
替
表
記

　

現
代
の
新
潟
方
言
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
交
替
現
象
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が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
と
し
て
「
キ
ョ
ー
（
今
日
）」
が
「
キ
ュ
ウ
」
な
ど
で

あ
る注

注

。
本
文
書
群
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
交
替
表
記
が
見
ら
れ
た
。

　

yo
→
yu

　
　

女
事
ハ
し（

神

妙

）

ん
ひ
う
ニ
ほ
う
こ
う
い
た
さ
せ
可
申
候
（
漢
語
）

�

（
97
慶
長
三
年
・
一
五
九
八
）

　

前
稿
で
扱
っ
た
「
色
部
氏
文
書
」
や
「
中
条
家
文
書
」
等
に
も
こ
の
ウ
・

オ
段
開
拗
音
の
交
替
表
記
は
見
ら
れ
、
本
稿
と
同
様
に
yo
→
yu
だ
け
で
な
く
、

yu
→
yo
の
例
も
見
ら
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
以
下
に
用
例
を
抄
録
す
る
。

　

yo
→
yu　

　
　

ゆ
つ
り
わ
た
す
し（

所
領
）

ゆ
う
り
や
う
の
事
（
漢
語
）

�

（
応
永
十
五
年
・
一
四
〇
八
）

　
　

去
八
日
に
御
り（

料

人

）

う
に
ん
さ
ま
伊
達
へ
御
く
た
り
（
漢
語
）

�

（
文
明
十
二
年
・
一
四
八
〇
カ
）

　

yu
→
yo　

　
　

御
け（

糺
明
）う

め
ひ
も
候
へ
く
候
や
（
漢
語
）

�

（
天
文
四
年
・
一
五
三
五
）

　

i
と
e
の
交
替
表
記

　

現
代
新
潟
方
言
に
は
「
一
年
」
が
「
エ
チ
ネ
ン
」、「
み
み
ず
」
が
「
メ
メ

ズ注1
注

」
の
よ
う
に
i

と
e
の
音
の
区
別
が
曖
昧
で
、
し
ば
し
ば
交
替
す
る
事
象

が
知
ら
れ
る
。
本
文
書
群
で
も
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
i

と
e
の
交
替
表
記
は

見
ら
れ
た
。
本
稿
の
分
析
で
は
次
の
「
て
ま
い
」
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
語
は

越
後
だ
け
に
独
特
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
、
江
戸
期
の
咄
本
や
落
語
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る注1

注

。

　

e
→
i　

（
手
前
）

　
　

そ
れ
か
し
て
ま
い
い
て
き
候
ハ
ヽ�

（
97
慶
長
三
年
・
一
五
九
八
）

　

自
分
の
領
域
、
領
分
と
い
う
意
味
と
し
て
は
「
て
ま
い
」
の
初
出
を
さ
ら

に
遡
る
例
と
な
る
か
。
以
下
に
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
見
ら
れ
た
「
て
ま

い
」
の
初
出
を
載
せ
る
。

　
　

吉
き
弓
な
ら
ば
手
前
（
テ
マ
イ
）
よ
か
る
べ
し

�

（
咄
本
・
鹿
の
巻
筆
（
一
六
八
六
）
四
）

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
他
の
家
文
書
に
お
い
て
見
ら
れ
た
「
て
ま
い
」
以
外

の
交
替
表
記
を
抄
出
し
て
示
す
。

　

i
→
e

　
　

き
や
う
こ
う
あ（

相

違

）

い
た
か
ゑ
に
そ
せ
う
を
申
候
ハ
ヽ

�

（
中
条
家
文
書　

貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
三
月
十
六
日　

黒
川
茂
実
置
文
案
）

　

e
→
i　

　
　

は
る
か
あ
な
た
よ
り
さ（

境
）か

へ
ハ
た
ち
て
候

�

（
三
浦
和
田
黒
川
氏
文
書　

正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
七
月
十
八
日
カ
和
与
状
勘
文
）

　

m
音
と
b
音
の
交
替
表
記

 

m
音
が
b
音
に
交
替
す
る
現
象
も
「
さ
む
い
ね
（
寒
）
→
サ
ブ
イ
ネ注1

注

」
の
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よ
う
に
現
代
新
潟
方
言
に
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
次
の
二
例
が
見
ら
れ
た
。

　

か
う
む
る
（
被
）
→
か
う
ぶ
る

　
　

弥
彦
大
明
神
の
御
罰
を
か
う
ふ

る
へ

り
へ

ヽ
ヽ

く
候
（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　

ま
も
る
（
守
）
→
ま
ぼ
る

　
　

右
こ
の
む
ね
お
ま
ほ
る
へ
し�

（
96
延
元
二
年
・
一
三
三
七
）

　
「
ま
も
る
→
ま
ぼ
る
」
の
よ
う
に
語
に
よ
っ
て
は
全
国
的
に
見
え
る
語
も

あ
り
、
m
音
が
b
音
に
な
る
の
は
口
頭
語
で
の
発
音
か
と
の
指
摘
も
あ
る注1

注

。

他
に
古
文
書
で
ど
の
よ
う
な
語
が
見
え
る
の
か
も
含
め
、
現
代
方
言
と
の
関

わ
り
を
考
え
な
が
ら
類
例
の
調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

　

現
代
新
潟
方
言
研
究
で
も
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
本
稿
を
含
め
た
一
連
の
分
析
に
よ
っ
て
中
世
に
も
そ
れ
ら
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

形
容
詞
非
ウ
音
便

　

形
容
詞
の
音
便
形
は
本
稿
を
含
め
、
一
連
の
分
析
の
中
で
非
ウ
音
便
形
が

ほ
と
ん
ど
で
、
ウ
音
便
形
は
一
例
し
か
見
ら
れ
て
い
な
い
。
現
在
の
新
潟
県

中
越
・
下
越
地
方
で
は
動
詞
・
形
容
詞
は
ウ
音
便
形
が
盛
ん
で
あ
り
、「
ク

ロ
ー
ナ
ル
（
黒
く
な
る
）」、「
サ
ム
ー
テ
（
寒
く
て
）」
な
ど
が
使
わ
れ
る注1

注

が
、
本
文
書
群
で
見
ら
れ
る
用
例
か
ら
は
中
世
の
越
後
地
方
は
非
ウ
音
便
形

が
優
勢
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
　

上
野
殿
御
事
は
わ
か
く
御
座
候
間�

（
94
天
文
二
十
三
年
・
一
五
五
四
）

　

他
の
家
文
書
で
は
、
こ
の
他
に
、
い
た
わ
し
く
（
労
）・
お
さ
な
く

（
幼
）・
お
な
し
く
（
同
）・
か
た
く
（
固
）・
か
た
し
け
な
く
（
忝
）
く
ち
お

し
く
（
口
惜
）
等
の
多
く
の
非
ウ
音
便
形
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3　

語
法

　

動
詞
の
接
続
の
問
題

　

本
文
書
群
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
活
用
語
が
本
来
の
接
続
に
お
け
る

活
用
形
と
は
異
な
る
形
が
見
ら
れ
る
。

　

未
然
形　

+　

べ
し

　

次
の
例
は
下
接
語
が
「
べ
し
」
な
の
で
本
来
は
終
止
形
接
続
だ
が
、
未
然

形
に
な
っ
て
い
る
。
橋
本
四
郎
氏
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』、『
義
経
記
』、『
ぎ

や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る
』、『
天
草
本
平
家
物
語
』
等注1

注

の
文
献
か
ら
用
例
を
挙

げ
、
院
政
期
以
後
二
段
活
用
の
動
詞
の
未
然
形
に
ベ
シ
・
マ
ジ
が
つ
く
よ
う

に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
古
文
書
に
お
い
て
は
、
福
田
良
輔
氏
が
こ
の
よ
う

な
接
続
の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
早
く
に
指
摘
し
て
い
る注1

注

。

　
　

又
ハ
合
力
等
之
事
も
申
か
け
へ
か
ら
す
候

�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　
　

け
ん
ち
う
等
之
事
申
か
け
へ
か
ら
す
候�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　
　

人
足
の
一
人
も
申
か
け
へ
か
ら
す
候�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　
　

い
さ
ゝ
か
の
諸
公
事
・
諸
や
く
ま
て
も
申
か
け
へ
か
ら
す
候

�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）
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上
て
う
の
よ
う
か
い
ニ
火
を
つ
け
へ
き
由
申
人
候
哉

�

（
92
天
文
三
年
・
一
五
三
四
カ
）

　

前
稿
で
も
こ
の
接
続
の
問
題
は
、
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
た注1

注

。
福
田
氏

は
、
古
文
書
に
は
各
地
方
の
土
着
の
支
配
者
や
地
方
の
人
々
の
こ
と
ば
が
反

映
す
る
と
し
て
い
る注1

注

。
本
文
書
群
の
よ
う
な
地
方
の
古
文
書
に
こ
の
よ
う
な

例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
表
記
上
の
制
約
が
文
学
作
品
等
と
比
較
す
る
と
ゆ
る

や
か
な
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

4　

語
彙

　

口
頭
語

　

む
ず

　
　

御
渡
は
な
し
候
ハ
ん
す
る
と
も
御
は
か
ら
い
た
る
へ
く
候

�

（
88
明
応
三
年
・
一
四
九
四
）

　
「
む
ず
」
は
平
安
時
代
の
和
文
に
お
い
て
話
言
葉
と
し
て
現
れ
た
語
で
、

延
慶
本
平
家
物
語
で
は
話
言
葉
か
そ
れ
に
準
ず
る
場
合
の
み
に
見
ら
れ
る注1

注

。

日
蓮
遺
文
や
古
文
書
な
ど
に
も
そ
の
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
今
回
の
分
析
で
は
右
の
一
例
が
見
ら
れ
た
。
口
頭
語
に
つ
い
て
は

他
の
家
文
書
に
お
い
て
「
た
ぶ
（
賜
）」
や
、「
と
ん
」
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

　
　

一
こ
の
ゝ
ち
ハ
の
こ
ら
ん
子
に
た
ふ
へ
し
と
ミ
へ
た
り

�

（
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
八
月
九
日　

尼
妙
智
譲
状
）

　
　

も
し
こ
の
く
ろ
か
は
を
、
ねうゐ
こ
せ
ん
に
と
ら
せ
う
と
ん
申

�

（
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
七
月
九
日　

黒
川
ノ
尼
起
請
文
）

　

複
合
語

　
　

仍
栗
毛
馬
被
為
涯
分
飼
同
す
そ
を
節
々
ゆ（

茹

冷

）

て
ひ
や
し
被
成
る
之（

マ
マ
）之

由

　
　

弥
懇
ニ
ゆ
て
ひ
や
し
を
も
な
さ
れ
能
々
被
為
飼
候
て
可
給
候　

�

（
95
天
文
二
十
二
年
・
一
五
五
三
）

　

現
行
の
辞
書
に
も
立
項
さ
れ
て
い
な
い
複
合
語
が
拾
え
た
。
こ
こ
で
見
ら

れ
た
「
ゆ
て
ひ
や
し
」
は
馬
の
足
を
湯
に
浸
し
、
気
分
を
落
ち
着
か
せ
る
と

い
う
湯
治
の
よ
う
な
意
味
と
見
て
お
く
。

　

文
末
助
詞

　

本
文
書
群
に
お
い
て
文
末
は
「
候
」
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
次
の
よ
う

な
「
か
し
」
の
例
も
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
命
令
表
現
を
受
け
る
形
で
の
使

用
が
見
ら
れ
た
。
命
令
表
現
を
受
け
る
形
は
、
中
世
以
後
に
多
く
見
ら
れ
る

表
現
で
あ
る注2

注

。

　

か
し

　
　

哀
々
年
中
ニ
御
下
向
候
へ
か
し
と
念
願
ま
て
ニ
候

�

（
95
天
文
二
十
二
年
・
一
五
五
三
）

　
「
候
」
は
「
侍
り
」
に
変
わ
っ
て
丁
寧
語
の
動
詞
・
補
助
動
詞
と
し
て
中

世
か
ら
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
が
、
中
世
末
期
に
な
る
と
主
に
書
簡

の
中
で
の
用
語
と
し
て
固
定
さ
れ
て
い
く注2

注

。
中
世
末
期
の
譲
状
等
も
含
む
本

文
書
群
に
お
い
て
も
未
だ
「
候
」
は
多
く
使
用
さ
れ
、
書
簡
の
中
だ
け
で
な
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く
譲
状
な
ど
の
証
文
類
に
お
い
て
も
用
語
と
し
て
固
定
化
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

人
称
代
名
詞

　

前
稿
ま
で
の
分
析
項
目
に
加
え
て
さ
ら
に
人
称
代
名
詞
の
項
目
を
付
け
加

え
、
様
々
な
人
称
代
名
詞
が
採
録
さ
れ
た
。
以
下
、
文
書
ご
と
に
人
称
代
名

詞
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
88　

明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
九
月
廿
六
日　

原
宗
安
・
同
能
秀
連
署
譲
状
案

　

自
称　

我
々

　
94　

天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
三
月
十
六
日　

本
庄
実
乃
書
状

　

自
称　

そ
れ
か
し　

拙
者

　

他
称　

彼
御
方

　
95　

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
極
月
十
八
日　

本
庄
実
乃
書
状

　

自
称　

爰
元

　

対
称　

其
元

　
97　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
三
月
十
四
日　

隼
人
人
身
質
入
借
米
状

　

自
称　

そ
れ
か
し　

我
等

　

右
に
示
し
た
も
の
の
他
に
広
く
人
称
を
表
す
も
の
も
含
め
て
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

自
称　

そ
れ
か
し　

拙
者　

爰
元　

我
　々

我
等

　

対
称　

其
元　

貴
院

　

他
称　

彼
御
方　

上
様　

殿
様

　

人
称
代
名
詞
は
、
奈
良
時
代
の
語
形
は
「
あ
・
な
・
か
・
た
」
お
よ
び

「
れ
」
と
い
う
接
尾
で
統
一
さ
れ
て
い
た
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
様
々
な
語

形
が
生
じ
、
複
雑
化
し
た
よ
う
で
あ
る注2

注

。
中
世
後
期
の
も
の
が
中
心
の
本
文

書
群
に
お
い
て
も
自
称
で
は
、「
そ
れ
か
し
」「
拙
者
」「
爰
元
」「
我
々
」「
我

等
」
な
ど
様
々
な
人
称
代
名
詞
が
見
ら
れ
、
地
方
文
書
に
お
い
て
も
人
称
代

名
詞
の
拡
充
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
室
町
時
代
以
降
発
生
し
た
語
形
は
待
遇
表
現
と
し
て
の
意
味
も
兼
ね

備
え
て
お
り注2

注

、「
そ
れ
か
し
」「
拙
者
」「
彼
御
方
」
等
は
そ
れ
に
該
当
す
る
で

あ
ろ
う
。
代
名
詞
で
は
な
い
も
の
の
、「
貴
院
」
や
「
上
様
」、「
殿
様
」
と

い
っ
た
広
く
人
称
を
表
す
も
の
も
そ
れ
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

　

本
稿
を
含
め
こ
れ
ま
で
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
仮
名
文
書
の
言
語
に
つ

い
て
言
語
記
述
を
行
い
、
分
析
を
行
っ
て
き
た
。「
宝
翰
集
」
は
、
中
世
越

後
の
中
越
・
下
越
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
の
武
家
文
書
で
あ
る
。
年
代
は

嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）
か
ら
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
ま
で
広
く
中
世
の

も
の
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
扱
っ
た
大
見
水
原
氏
以
下
、
六
つ
の
家
文
書
の
十
二
点
の
仮
名
文
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書
は
中
世
後
期
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
扱
っ

た
色
部
氏
文
書
か
ら
大
輪
寺
文
書
ま
で
八
つ
の
家
文
書
は
、
鎌
倉
期
や
南
北

朝
期
、
室
町
期
の
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
同
じ
中
世
文
書
の
中
で
も
中
世

前
期
の
も
の
と
中
世
後
期
の
も
の
を
比
較
し
、
そ
の
相
違
や
特
徴
に
つ
い
て

ま
と
め
て
み
た
い
。

　

促
音
の
表
記
は
、
色
部
氏
文
書
以
下
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
は
、「
無
表

記
」、「

表
記
」、「

・

表
記
」
の
三
種
類
が
見
ら
れ
た
が
、
今
回
の

分
析
で
は
「
無
表
記
」
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
促
音
を
表
す
表
記
と
し
て

「
無
表
記
」
で
は
な
く
、「

表
記
」
や
「

・

表
記
」
が
一
般
化
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
が
把
握
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
宝
翰
集
」
の
家
文
書
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
表
記
と
し
て

濁
音
の
表
記
が
あ
る
。

　
　

彼
米
一

ち
ば
い
に
て
六
石
相
済
可
申
候�

（
97
慶
長
三
年
・
一
五
九
八
）

　
　

す
い
ば
ら
の
名
代
つ
き
候
と
て
越
後
へ
う
ち
こ
し
候
由
呼
候

�

（
99
年
月
日
不
詳
）

　

中
央
文
献
で
は
、
室
町
前
期
の
世
阿
弥
文
書
に
濁
音
符
号
が
見
ら
れ注2

注

、
東

国
文
書
で
も
熊
谷
直
実
誓
願
状
（
元
久
元
年
・
一
二
〇
四
）
に
濁
音
符
号
が

あ
る注2

注

。
本
稿
の
仮
名
文
書
は
中
世
後
期
の
も
の
が
主
で
あ
り
、
越
後
に
お
け

る
濁
音
符
号
の
出
現
は
世
阿
弥
や
熊
谷
よ
り
は
遅
れ
る
も
の
に
な
る
。

　

世
阿
弥

　
　

ゆ
ふ
ぢ
よ
・
か
う
し
よ
く
・
び
な
ん
・
草

サ
ウ
モ
ク（
朱
）

木
に
は
・
花
の
た
く
い

�

（『
風
姿
花
伝
』
巻
第
六・八
オ
7
応
永
十
年
代
（
一
四
〇
三
―
一
二
）
書
写
か
）

　

熊
谷
直
実

　
　

又
こ
く
ら
く
に
そ
ぐ
わ
ん
に
し
た
が
ん
て

�

（（
熊
谷
直
実
誓
願
状　

元
久
元
年
・
一
二
〇
四
）

　

ま
た
人
称
代
名
詞
も
多
様
な
語
彙
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
文

書
に
お
い
て
も
人
称
代
名
詞
の
拡
充
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
他
、
辞
書
に
見
ら
れ
な
い
「
ゆ
て
ひ
や
し
」
と
い
う
語
も
見
ら
れ

た
。
現
行
の
辞
書
に
も
立
項
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
語
の
調
査
に
よ
っ
て
、

地
方
文
書
の
語
彙
の
発
掘
を
行
う
こ
と
も
今
後
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

　

本
稿
の
中
心
で
あ
る
越
後
の
中
世
後
期
仮
名
文
書
で
は
以
上
の
よ
う
な
変

化
や
、
項
目
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

他
方
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
見
ら
れ
た
本
文
書
群
の
特
徴
と
し
て
、
音
韻

の
交
替
表
記
や
形
容
詞
の
非
ウ
音
便
形
の
使
用
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ウ
・
オ
段
開
拗
音
の
交
替
表
記　

yo
→
yu　

　
　

女
事
ハ
し（

神

妙

）

ん
ひ
う
ニ
ほ
う
こ
う
い
た
さ
せ
可
申
候
（
漢
語
）

�

（
97
慶
長
三
年
・
一
五
九
八
）

　

形
容
詞
の
非
ウ
音
便
形
の
使
用
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上
野
殿
御
事
は
わ
か
く
御
座
候
間�

（
94
天
文
二
十
三
年
・
一
五
五
四
）

　

こ
れ
ら
は
現
代
新
潟
方
言
に
見
ら
れ
る
言
語
事
象
で
も
あ
る
の
で
、
中
世

に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
方
言
的
特
徴
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で

あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
促
音
表
記
に
無
表
記
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
や
、
濁
音
符

号
が
現
れ
始
め
る
な
ど
、
中
世
後
期
の
資
料
と
し
て
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
家
文
書
ご
と
だ
け
で
は
な
く
、

「
宝
翰
集
」
全
体
の
仮
名
文
書
を
年
代
順
に
分
析
し
、
時
代
ご
と
の
特
徴
と

中
世
語
と
し
て
の
本
文
書
群
の
言
語
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
本
文
書
群
と
現
代
新
潟
方
言
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
音
韻
の
交
替

表
記
な
ど
か
ら
分
析
を
進
め
て
い
く
。
従
来
開
拓
の
余
地
の
残
さ
れ
て
い
た
中

世
東
国
語
の
解
明
に
こ
の
よ
う
な
地
方
文
書
の
活
用
が
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。

注
注
1	

本
稿
で
い
う
仮
名
文
書
と
は
、
原
則
と
し
て
漢
文
文
書
や
、
付
属
語
レ
ベ
ル
の

仮
名
使
用
の
み
の
文
書
を
除
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。

注
2	

川
野
絵
梨
「「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
表
記
に
つ
い
て
─
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和

田
氏
文
書
を
中
心
と
し
て
─
」（「
東
京
女
子
大
学
論
集
」
66
巻
2
号
、
二
〇
一
六

年
三
月
）

	

川
野
絵
梨
「「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
言
語
に
つ
い
て
─
三
浦
一
族
文
書
の
仮
名

遣
い
と
語
彙
に
つ
い
て
─
」（「
東
京
女
子
大
学
論
集
」
67
巻
１
号
、
二
〇
一
六
年

九
月
）

	

川
野
絵
梨
「
中
世
越
後
女
性
文
書
の
言
語
に
つ
い
て
─
「
越
後
文
書
宝
翰
集
」・

「
中
条
家
文
書
」
を
中
心
に
─
」（「
こ
と
ば
と
く
ら
し
」
28
号
、
新
潟
県
こ
と
ば

の
会
、
二
〇
一
六
年
十
月
）

注
3	

以
下
は
『
新
潟
県
史　

資
料
編
４　

中
世
二　

文
書
編
Ⅱ
』（
新
潟
県
、
一
九
八
三

年
）
を
参
考
に
し
た
。

注
4	

山
形
大
学
松
尾
剛
次
教
授
と
新
潟
大
学
矢
田
俊
文
教
授
の
直
話
に
よ
る
。

注
5	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

	
http://w

w
w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

注
6	

川
野
絵
梨
「「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
表
記
に
つ
い
て
─
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和

田
氏
文
書
を
中
心
と
し
て
─
」（「
東
京
女
子
大
学
論
集
」
66
巻
2
号
、
二
〇
一
六

年
三
月
）、「「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
言
語
に
つ
い
て
─
三
浦
一
族
文
書
の
仮
名

遣
い
と
語
彙
に
つ
い
て
─
」（「
東
京
女
子
大
学
論
集
」
67
巻
１
号
、
二
〇
一
六
年

九
月
）

注
7	

注
6
に
同
じ
。

注
8	

大
橋
勝
男
編
『
新
潟
県
方
言
辞
典
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
年

	

柄
沢
衛
「
越
後
中
部
方
言
に
お
け
る
オ
段
長
音
と
ア
段
音
の
交
替
現
象
に
つ
い

て
」（「
こ
と
ば
と
く
ら
し
」
第
10
号
、
一
九
七
六
年
十
二
月
）

注
9	

柄
沢
衛
「
越
後
中
部
方
言
に
お
け
る
オ
段
長
音
と
ア
段
音
の
交
替
現
象
に
つ
い

て
」（「
こ
と
ば
と
く
ら
し
」
第
10
号
、
一
九
七
六
年
十
二
月
）

注
10	
新
潟
大
学
方
言
研
究
会
「
特
集
・
新
潟
県
岩
船
郡
朝
日
村
大
須
戸
方
言
の
研
究
」

（「
方
言
の
研
究
」
9
号
一
九
八
一
年
三
月
）
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注
11	
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
第
九
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年

注
12	
注
10
に
同
じ
。

注
13	

福
田
良
輔
「
方
言
と
古
文
書
」（「
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」
34
巻
8
号
、

一
九
六
九
年
七
月
）

注
14	

大
橋
勝
男
編
『
新
潟
県
方
言
辞
典
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
年

	

新
潟
大
学
方
言
研
究
会
「
特
集
・
新
潟
県
岩
船
郡
朝
日
村
大
須
戸
方
言
の
研
究
」

（「
方
言
の
研
究
」
9
号
一
九
八
一
年
三
月
）

注
15	

橋
本
四
郎
「
ベ
シ
・
マ
ジ
の
接
続
面
の
混
乱
」（「
国
語
学
」
第
22
集
、
一
九
五
五

年
九
月
）。
そ
の
他
に
『
朝
顔
の
露
の
宮
』、『
花
世
の
姫
』、『
ど
ち
り
な
・
き
り

し
た
ん
』、『
曾
我
物
語
』、『
無
言
抄
』、『
呉
子
私
抄
』、『
唐
糸
草
子
』、『
長
短

抄
』、『
今
川
大
双
紙
』、『
沙
石
集
』、『
大
上
臈
御
名
之
事
』、『
磯
崎
』、『
近
来

風
躰
抄
』、『
申
樂
談
義
』、『
三
人
法
師
』、『
文
正
草
子
』、『
正
徹
物
語
』、『
天

草
本
伊
曾
保
物
語
』、『
中
華
若
木
抄
』
が
あ
る
。

注
16	

注
13
に
同
じ
。

注
17	

川
野
絵
梨
「「
越
後
文
書
宝
翰
集
」
の
表
記
に
つ
い
て
─
色
部
氏
文
書
・
三
浦
和

田
氏
文
書
を
中
心
と
し
て
─
」（「
東
京
女
子
大
学
論
集
」
66
巻
2
号
、
二
〇
一
六

年
三
月
）

注
18	

注
13
に
同
じ
。

注
19	

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」（「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
30

巻
3
号
、
一
九
七
一
年
三
月
）

注
20	

『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
第
三
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年

注
21	

土
井
忠
生
、
森
田
武
『
新
訂
国
語
史
要
説
』
修
文
館
、
一
九
七
五
年

注
22	

沖
森
卓
也
編
『
日
本
語
史
』
お
う
ふ
う
、
一
九
八
九
年

注
23	

注
22
に
同
じ
。

注
24	

『
風
姿
花
伝　

影
印
三
種
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
四
年
）

注
25	

『
日
本
名
跡
叢
刊
57
』（
二
玄
社
、
一
九
八
二
年
）

（
か
わ
の　

え
り　

博
士
後
期
課
程
在
籍
）




